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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】持ち運びが容易で、持ち運びの際に鍵が脱落す
ることがない上に、鍵の収容位置を間違えることなく出
し入れを迅速に行うことができるキーボックスを提供す
る。
【解決手段】表面部２０にスリット状の開口部２１を複
数並設し、開口部の夫々に、単一の鍵２を保持するため
の保持部材３０を設けて構成されたトレイ１１を、容器
部材３の開口縁部に配置し、その容器部材を蓋部材４で
覆った。トレイの表面部には、鍵の施錠対象を特定する
ための表示壁２２が、開口部２１に沿って設けられる。
鍵を突き刺してボックス内に収容することに加え、表示
壁の表示を見ながら鍵を片付けることができるので、鍵
の収容位置を間違えることがない。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面部（２０）にスリット状の開口部（２１）を複数並設し、該開口部（２１）の夫々
に、単一の鍵（２）を保持するための保持部材（３０）を設けて構成された容器部材（３
）と、該容器部材（３）を覆う蓋部材（４）と、からなるキーボックス（１）であって、
　前記表面部（２０）に、鍵（２）の施錠対象を特定するための表示壁（２２）を、前記
開口部（２１）に沿って設けたことを特徴とするキーボックス。
【請求項２】
　前記保持部材（３０）は、前記表面部（２０）よりも柔軟性の高い部材によって構成さ
れており、
　前記単位開口部（２１）の内壁部（２６）に、前記保持部材（３０）に設けられた係止
部を係止可能な被係止部（３２，３３）を設けたことを特徴とする請求項１に記載のキー
ボックス。
【請求項３】
　前記保持部材（３０）は、前記開口部（２１）のスリットの長さと略同一の幅の弾性板
を折り曲げて鍵保持部を形成すると共に、両端にフランジ部（３１）を設けて、前記開口
部（２１）の周縁部（２５）において係止させたことを特徴とする請求項２に記載のキー
ボックス。
【請求項４】
　前記表示壁（１２）は、前記表面部（２０）に対して傾斜状に立ち上げられており、そ
の上面部に、夫々の開口部（２１）に収容される鍵（２）の施錠対象を表示する表示部（
２３）を設けると共に、
　鍵（２）の収容領域を区画づけるための仕切壁（２４）を前記表示壁（２２）に対して
直角方向に設けたことを特徴とする請求項１～請求項３の何れか1つの請求項に記載のキ
ーボックス。
【請求項５】
　前記容器部材（３）の開口縁部（１０）に、前記平面部（２０）を備えたトレイ（１１
，１１）を着脱自在に取り付けて構成されたことを特徴とする請求項１～請求項４の何れ
か１つの請求項に記載のキーボックス。
【請求項６】
　前記容器部材（３）の底面（９）に壁面に固定するための固定手段を設けると共に、前
記蓋部材（４）の上面（７）に手提げ手段（８）を設けたことを特徴とする請求項１～請
求項５の何れか１つの請求項に記載のキーボックス。
【請求項７】
　容器部材（３）と蓋部材（４）とからなるキーボックス（１）に取り付けて使用される
トレイ（１１）であって、
　前記容器部材（３）の開口縁部（１０）に載置される表面部（２０）にスリット状の開
口部（２１）を複数並設し、該開口部（２１）の夫々に、鍵（２）を保持するための保持
部材（３０）を設けて構成すると共に、
　前記表面部（２０）に、鍵（２）の施錠対象を特定するための表示壁（２２）を、前記
開口部（２１）に沿って設けたことを特徴とするキーボックス用トレイ。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の鍵を整理して収納し、保管するためのキーボックスに関し、特に、持
ち運びが容易で、持ち運びの際に鍵が脱落することがない上に、鍵の収容位置を間違える
ことなく出し入れを迅速に行うことができるキーボックス及びそれに使用するトレイに関
する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来から、複数の鍵を管理するためのキーボックスとして、単一の鍵を収容するための
容部を複数設けた容器部材に蓋部材を設けたものが提案されている。
　このような蓋付きのキーボックスにおいて、特許文献１には、容部に差し込まれた鍵が
脱落するのを防止するために、鍵を容部内で挟持する技術が提案されている。このキーボ
ックスは、鍵の使用位置を示した図を蓋部材に描くことによって、鍵を施錠対象と対応づ
けた状態で収容するようにしている。
【０００３】
　また、特許文献２には、裏面に設けられたマグネットによって壁に取り付けて使用でき
るタイプのキーボックスが提案されている。このキーボックスは、キーホルダーをフック
に係止させて収容するタイプのものであり、フックの近傍に施錠対象を示す表示が設けら
れる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第４２２０７４２号公報
【特許文献２】実用新案登録第３１２８１４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１のキーボックスは、蓋部材の図に示された収納位置と、容器
部材の夫々の要部とを対応させながら、その鍵に該当する容部に収容する必要があるので
、図の見間違えにより、異なる位置に収容してしまう場合がある。
　特許文献２のキーボックスは、フックの近傍に施錠対象を示す表示が設けられるので、
収容位置の見間違えは生じにくいが、鍵がフックに吊り下げられてブラブラするので、ボ
ックスとして持ち歩いた際に、鍵が外れ落ちる場合がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、持ち運びが容易で、持ち運びの際に鍵が脱落することがない上に、
鍵の収容位置を間違えることなく出し入れを迅速に行うことができるキーボックス、及び
キーボックス用トレイの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明に係るキーボックスは、表面部にスリット￥状の開
口部を複数並設し、該開口部の夫々に、単一の鍵を保持するための保持部材を設けて構成
された容器部材と、該容器部材を覆う蓋部材と、からなるキーボックスであって、前記表
面部に、鍵の施錠対象を特定するための表示壁を、前記開口部に沿って設けたことを特徴
とするものである。
　この場合、前記保持部材は、前記表面部よりも柔軟性の高い部材によって構成されてお
り、前記単位開口部の内壁部に、前記保持部材に設けられた係止部を係止可能な被係止部
を設けたものであってもよい。
【０００８】
　またこの場合、前記保持部材は、前記開口部のスリットの長さと略同一の幅の弾性板を
折り曲げて鍵保持部を形成すると共に、両端にフランジ部を設けて、前記開口部の周縁部
において係止させたものであってもよい。
　また、前記表示壁は、前記表面部に対して傾斜状に立ち上げられており、その上面部に
、夫々の開口部に収容される鍵の施錠対象を表示する表示部を設けると共に、鍵の収容領
域を区画づけるための仕切壁を前記表示壁に対して直角方向に設けてもよい。
【０００９】
　また、前記容器部材の開口縁部に、前記平面部を備えたトレイを着脱自在に取り付けて
構成されたものであってもよい。



(4) JP 2014-5706 A 2014.1.16

10

20

30

40

50

　また、前記容器部材の底面に、壁面に固定するための固定手段を設けると共に、前記蓋
部材の上面に手提げ手段を設けてもよい。
【００１０】
　本発明に係るキーボックス用トレイは、容器部材と蓋部材とからなるキーボックスに取
り付けて使用されるトレイであって、前記容器部材の開口縁部に載置される表面部にスリ
ット状の開口部を複数並設し、該開口部の夫々に、鍵を保持するための保持部材を設けて
構成すると共に、前記表面部に、鍵の施錠対象を特定するための表示壁を、前記開口部に
沿って設けたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１に係るキーボックスは、容器部材とそれを覆う蓋部材とからなるキーボックス
において、容器部材の表面部に、スリット状の開口部を複数並設し、その開口部の夫々に
、鍵を保持するための保持部材を設けたので、鍵を突き刺すようにして開口部内に収容す
ることができる。
　即ち、鍵穴に鍵を差し込むという施錠・開錠と同様の動作によって、鍵を収納すること
ができるので、鍵を使用した後に片付けるという一連の動作を円滑に行うことができる。
　また、鍵の施錠対象を特定するための表示壁を、開口部のスリットに沿って設けたので
、鍵の収容位置を間違えることがない。
【００１２】
　請求項２に係るキーボックスは、鍵を保持するための保持部材を柔軟性の高い部材によ
って形成したので、差し込んだ鍵をしっかりと保持することができる。
　また、保持部材には、開口部の内壁部に係止可能な突起部が設けられているので、鍵を
開口部から抜き出そうとする際に、鍵と共に保持部材が抜け出すのを防止できる。
　請求項３に係るキーボックスは、保持部材を、開口部のスリットの長さと略同一の幅の
弾性板を折り曲げて鍵保持部を形成すると共に、開口部に係止させるためのフランジ部を
両端部に設けて構成したので、鍵をしっかり保持することができる。
【００１３】
　請求項４に係るキーボックスは、表面部に対して表示壁を傾斜状に立ち上げ、その上面
部に鍵の施錠対象を表示するための表示部を設けたので、鍵を片付ける際に、その収容場
所を瞬時に見つけることができる。
　また、鍵がボックス内に戻ってきているか否かを瞬時に把握することができるので、施
錠管理を迅速に行うことができる。
　さらに、仕切壁によって、鍵の収容領域が区画づけられているので、鍵に鎖やキーボル
ダがついている場合であっても散乱せず、鍵の収容場所を間違えるのを防止できる。
【００１４】
　請求項５に係るキーボックスは、鍵を差し込んで収容できるトレイを容器部材に取り付
けて構成されるので、鍵の種類やサイズに応じたトレイを各種揃えておくことで、ニーズ
に応じた施錠管理を行うことができる。
　請求項６に係るキーボックスは、容器部材を壁面に取り付けることができるので、鍵穴
に鍵を差し込むという施錠操作と同一の動作で、鍵をボックス内に片付けることができる
。このため、施錠（又は開錠）から鍵の片付けまでの一連の動作を、円滑に行うことがで
きる。
　また、蓋部材の上面に手提げ手段が設けられているので、持ち運びが容易である。この
ため、非常時に鍵をボックスごと持ち出したり、安全な場所に保管したりすることが容易
にできる。
【００１５】
　請求項７に係るキーボックス用トレイは、容器部材の開口縁部に載置される表面部にス
リット状の開口部を複数並設し、夫々の開口部において鍵を保持するようにしたので、鍵
を収容した状態のトレイごと取り外し、そのトレイを別の場所で保管することができる。
　トレイを取り外した後に、異なる種類のトレイを取り付けることによって、容器として
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の汎用性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態に係るキーボックスを示す斜視図である。
【図２】上記キーボックスの蓋部材を閉じた状態を示す斜視図である。
【図３】容器部材に取り付けられるトレイの正面図である。
【図４】上記キーボックスに鍵が収容される状態を示す断面斜視図である。
【図５】上記トレイの内部状態を示し、（ａ）は図３におけるＡ－Ａ線断面図、（ｂ）は
Ｂ－Ｂ線断面図、（ｃ）はＣ－Ｃ線断面図である。
【図６】上記トレイの使用状態を示し、（ａ）は図３におけるＤ－Ｄ線断面図、（ｂ）は
Ｅ－Ｅ線断面図、（ｃ）はＦ－Ｆ線断面図である。
【図７】上記トレイに換えてキャッシュボックス用のトレイを用いた状態を示す斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の好適な実施形態について、添付図面に基づいて説明する。なお、実施形態は以
下の形態に限定されるものではなく、本発明の課題を解決しうるものであれば他の態様も
実施可能である。
　図１は、本発明の実施形態に係るキーボックス１を示す斜視図である。
【００１８】
　このキーボックス１は、鍵２を保持するための容器部材３と、それを覆う蓋部材４とか
らなるものであり、鍵２を差し込んで収容することによって、鍵２の取り出しと片付けを
確実かつ迅速に行えるようにしたものである。
　容器部材３は、有底無蓋の容器であり、正面部に施錠手段５と開閉操作部６とを設け、
背面部において蓋部材４と蝶番結合されている。
　上面部７には、図２に示すように、手提げ手段としての把手８が設けられている。そし
て、容器部材３の底面９には、壁に取り付けるための、マグネットや吸盤などの固定手段
が設けられている。
【００１９】
　容器部材３の開口縁部１０は、内側に向けて水平方向に張り出しており、その開口縁部
１０と略面一になるように、表面部材としてのトレイ１１が配設される。
　このトレイ１１は、複数の鍵２を横一列に並べて保持するためのものであり（図３を参
照）、容器部材３の開口縁部１０に左右方向に差し渡される。このようなトレイ１１を複
数、容器部材３の前後方向に並べることで、容器部材３の収容領域の全域が覆われるよう
にしている。
【００２０】
　トレイ１１の表面部２０は、ＡＢＳ樹脂等の合成樹脂製の材料によって構成されており
、長さ方向に沿って、複数のスリット状の開口部２１が設けられている。これらの開口部
２１は、鍵を差し込んで収容するための穴であり、スリットの長さは、鍵２の本体部（即
ち、差し込まれる部分）の一般的な大きさに対応するように設計されている。
　スリット状の開口部２１と平行に、鍵２の施錠対象を表示するための表示壁２２が設け
られる。
【００２１】
　表示壁２２は、表面部２０と共に一体成形されており、水平な表面部２０に対して、約
４５度～７０度（好ましくは、６０度程度）傾斜させて配設されている。夫々の開口部２
１に対応する位置を、僅かに窪ませて、鍵２の施錠対象（部屋番号など）を記載したラベ
ルを貼るための表示部２３としている。
　表示壁２２に対して直角方向に、鍵２の収容区画を仕切るための仕切壁２４を設けてい
る。この仕切壁２４は、隣接する開口部２１，２１の間に設けられており、表示壁２２と
同一の高さに設計されている。
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【００２２】
　仕切壁２４は、隣の列の表示壁２２に対して直角方向に連続するように形成されており
、鍵２の収納領域が碁盤の目のように形成されることとなる。即ち、鍵２が差し込まれる
開口部２１と、その鍵の施錠対象を表示する表示部２３とを備えた収容領域が区画付けら
れるので、鍵に鎖やキーホルダーがついている場合に、その散乱を防止できる。
　トレイ表面の開口部２１の内側には、段差部２５を介して、内壁部２６が伸びている。
この内壁部２６は、中央部は浅く、両側部は深くなっており、その深い両側部において、
鍵を固定するためのチャック部２７を構成している（図３を参照）。
【００２３】
　開口部２１の内部には、図４及び図５に示すように、鍵２を保持するための保持部材３
０が、開口部２１の内壁面２６に沿って設けられている。
　保持部材３０は、トレイ１１の表面部２０よりも軟質な弾性部材（例えば、ポリエチレ
ン、ポリプロピレンなど）によって構成されている。この保持部材３０は、開口部２１の
スリットの長さと略同一の幅の弾性板を折り曲げて形成されたもので、内壁部２６（特に
、チャック部２７）によって外側から締め付けられることで圧縮され、開口部２１に差し
込まれた鍵２を挟持できるように設計されている（図６を参照）。
【００２４】
　弾性板の厚さは、開口部２１のスリット幅の１／２程度であり、折り曲げられた弾性板
の間に鍵２を差し込んだ際に、鍵２がしっかりと挟持されるように設計されている。長さ
は、鍵２が鍵穴に差し込まれる長さの２倍のよりも若干長い程度であり、この弾性板を約
半分に折り曲げることで、差し込まれた鍵２を両側から押圧し、しっかりと保持されるよ
うにしている。
　弾性板を折り曲げることによって形成された鍵保持部の両端には、フランジ部３１が設
けられている。フランジ部３１を開口部２１の周縁の段差部２５に係止させることで、ト
レイ１１の表面部２０に組み付けられるが、この際、開口部２１から連続する内壁部２６
と、折り曲げられた弾性板の両側に設けられた被係止部とを係合させることによって、強
固な組み付け状態としている。
【００２５】
　即ち、保持部材３０の正面側の中央部に設けられた突起部３２を、トレイ１１の内壁面
２６に設けられた係合穴と係合させ、さらに、裏面側の２か所に設けられた係合突起３３
を、チャック部２７の基部に係合させることで、鍵２を開口部２１から抜き出そうとする
際に、鍵２と共に保持部材３０が抜け出すのを防止している（図６を参照）。
　上記構成のキーボックス１の使用状態を説明する。
【００２６】
　鍵２を収容する際には、表示壁２２の表示を確認しながら、対応する開口部２１に鍵２
を突き刺す。この際、表示壁２２が、その開口部２１のスリットに沿って設けられており
、夫々の開口部２１に対応する位置に、その鍵２の施錠対象が表示されているので、突き
刺す位置を間違えることがない。
　また、表示壁２２が傾斜状になっているので、ボックスとして机上等に載置して使用す
る場合であっても、底面９の固定手段によって壁に貼り付けて使用する場合であっても、
表示部２３を視認することができる。
【００２７】
　また、鍵２を突き刺すようにして収容するので、鍵穴に鍵を差し込むという施錠（又は
開錠）操作と同様の動作で、鍵をボックス内に収納することができる。このため、鍵を使
用した後に片付けるという一連の流れの動作を円滑に行うことが可能となり、鍵の片付け
忘れを防止できる。
　突き刺した鍵２を保持する保持部材３０が、柔軟性の高い部材によって形成されると共
に、保持部材３０よりも硬質な内壁部２６によって、保持部材３０が開口部２１の内側に
向けて付勢されるので、差し込んだ鍵をしっかりと保持することができる。
【００２８】
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　さらに、表示壁２２と仕切壁２４によって、鍵２の収容領域が、升目状に区画づけられ
ているので、鍵に鎖やキーボルダがついている場合であっても散乱しない。
　鍵２を取り出す場合は、表示部２３を見ながら、所望の鍵２を選択して抜き取る。この
際、鍵２と共に保持部材３０も開口部２１から抜け出てしまいそうになるが、正面側と裏
面側の双方において開口部２１内で係合されているので、保持部材３０が抜け出すことな
く、鍵２のみを取り出すことができる。
【００２９】
　このようなトレイ１１を、容器部材３に着脱可能に取り付けてキーボックス１を構成し
たので、普段使用しない鍵や、持ち運ぶ必要のない鍵は、収容されたトレイごと別の場所
で保管することができる。
　また、鍵の種類やサイズに応じたトレイを各種揃えておくことで、ニーズに応じた施錠
管理を行うことができる。
【００３０】
　本発明に係るキーボックス用トレイ１１を、例えば、キャッシュボックス用のトレイ１
２などに付け替えることで、キーボックスとしての使用以外の用途に使用することもでき
るし（図７を参照）、キャッシュボックスのトレイ１２を本発明のトレイ１１と交換する
ことで、本発明に係るキーボックスとすることもできる。
　なお、本発明のキーボックスにおいて、底面９の固定手段は必ずしも必要はないし、持
ち運びができる形状であれば、蓋部材４の手提げ手段も必要ではない。
　また、トレイ１１を着脱可能とすることなく、容器部材と一体化させてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　本発明は、鍵状のものを差し込んで収納するためのボックスとして、あらゆる産業分野
において使用することができる。　
【符号の説明】
【００３２】
１…キーボックス
２…鍵
３…容器部材
４…蓋部材
５…施錠手段５
６…開閉操作部
７…上面部
８…把手
９…底面
１０…開口縁部
１１…トレイ
１２…キーボックス用トレイ
２０…表面部
２１…開口部
２２…表示壁
２３…表示部
２４…仕切壁
２５…段差部
２６…内壁部
２７…チャック部
３０…保持部材
３１…フランジ部
３２…突起部
３３…係合突起
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